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当
館
は
平
成
16
年
8
月
22
日
の
開
館
以
来
、

数
多
く
の
資
料
の
収
集
や
受
け
入
れ
を
行
っ
て

き
て
い
る
が
、
学
芸
員
不
在
の
時
期
が
長
か
っ

た
こ
と
な
ど
様
々
な
理
由
か
ら
資
料
の
整
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

所
蔵
資
料
を
ざ
っ
と
調
べ
て
み
た
ら
、

１
０
０
０
近
く
の
資
料
が
あ
り
、
展
示
し
て
い

る
犠
牲
者
の
学
用
品
や
生
活
品
等
の
遺
品
の
他
、

対
馬
丸
記
念
会
の
前
身
で
あ
る
対
馬
丸
遭
難
者

遺
族
会
か
ら
移
管
さ
れ
て
き
た
「
海
上
慰
霊
祭
」

や
「
処
遇
問
題
」
に
関
す
る
資
料
、
ま
た
「
対

馬
丸
記
念
館
開
館
」
に
関
す
る
資
料
な
ど
貴
重

な
資
料
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
の
劣
化
や
散
逸
を

防
ぐ
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
当
館

開
館
10
年
を
機
に
、
資
料
を
適
切
に
整
理
し
保

管
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
目
録
作
成
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
ま
で
を
5
年
間
か
け
て
行

う
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
平
成
26
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
2
年
目
に
な
り
、
私
は
現
在
、
遺

族
会
の
活
動
な
ど
当
時
の
こ
と
を
知
る
役
員
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
資
料
1
点
1
点
と
向
き
合

い
、
読
み
込
み
と
カ
メ
ラ
撮
影
を
行
っ
て
い
ま

す
。
20
～
30
年
前
の
新
聞
記
事
や
文
書
資
料
は

今
よ
り
も
文
字
が
細
か
く
、
読
む
の
も
大
変
で
、

何
よ
り
１
０
０
０
点
近
く
の
資
料
を
整
理
す
る

の
は
と
て
も
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
で
す
。

し
か
し
資
料
に
は
1
点
1
点
歴
史
が
あ
り
、
関

わ
っ
た
人
達
全
て
の
思
い
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

生
き
た
資
料
と
対
話
で
き
る
こ
と
は
学
芸
員
と

し
て
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
、
1
対
1
で
資
料

と
格
闘
す
る
毎
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
大

切
に
向
き
合
っ
て
資
料
の
良
さ
を
引
き
出
し
、

対
馬
丸
や
戦
後
遺
族
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
歴
史

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
は
、
読
み
込
み
や

カ
メ
ラ
撮
影
、
資
料
の
ス
キ
ャ
ン
な
ど
や
る
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
ず
っ
と
先
に
な
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
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つしま丸児童合唱団便り

平成 27 年
5 月 30 日（土） 結団式・歓迎式 記念館企画展示室にて
6 月 13 日（土） 交流平和祭 小桜の塔にて
8 月 22 日（土） 対馬丸慰霊祭 小桜の塔にて
10 月 16 日（金） 戦後 70 年平和記念コンサート　パレット市民劇場にて
10 月 31 日（土） ハロウィンパーティ　 記念館企画展示室にて
12 月 12 日（土） 沖縄福祉保育専門学校学園祭 同校にて

12 月 19 日（土） クリスマス会 記念館企画展示室
12 月 23 日（水） クリスマスコンサート サンエー那覇メイ
ンプレイスにて

平成 28 年
1 月 23 日（土） うるく童まつり イオン那覇店にて

     

　
平
成
24
年
に
発
足
し
た
、
つ
し
ま
丸

児
童
合
唱
団
は
、
指
導
者
の
先
生
方
の

熱
心
な
ご
指
導
で
順
調
に
発
展
・
成
長

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
団
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
活
動
内
容
の

一
端
を
写
真
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

（
第
66
回
小
学
校
・
童
話
お
話
大
会
で
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
発
表
）



（3）

平成 28 年 1 月 23 日　うるく童まつり / イオン那覇店

　
　
　
　
　
　

小学校 1 年生〜 6 年生
体験見学大歓迎

午前 9 時〜 10 時／英語あそび
午前 10 時〜 11 時 45 分／合唱

　

　英語あそびは、体を使って遊び
ながら英語の音に触れ、英語に一
番大切なコミュニケーション力を
身につけています。
　合唱活動は、平和に関する曲を
中心に練習し、対馬丸慰霊祭他多
くの場で平和の心を届けています。
　みんな学校も学年も違いますが、
楽しく仲良く活動していますので、
ぜひ１度、体験にきてみてくださ
い。
　申込みはいつでも受付していま
すので、対馬丸記念館へお問合せ
下さい。

平成 27 年 10 月 31 日　ハロウィンパーティー／館内 平成 27 年 12 月 12 日　沖縄福祉保育専門学校学園祭



来
館
・
視
察

□
平
成
28
年
1
月
9
日

島
尻
安
伊
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣 

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
・
科
学
技
術
政

策
・
宇
宙
政
策
）
記
念
館
を
視
察
。

□
平
成
27
年
11
月
27
日

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖
縄
政
策
担

当
）
統
括
参
事
官
室
、
総
務
・
会
計

担
当
大
山
研
次
参
事
官
補
佐
、
企
画

調
整
第
二
担
当
松
山
謙
祐
主
査
、
企
画

調
整
第
一
担
当
付
和
気
宏
昭

□
11
月
29
日

公
明
党
秋
野
公
造
参
議
院
議
員

□
平
成
28
年
2
月
13
日

民
主
党
枝
野
幸
男
幹
事
長

□
１
月
30
日

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
篠
崎
資

志
理
事
、
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
（
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
鷲
尾
幸
久
セ

ン
タ
ー
長

イ
ベ
ン
ト

□
平
成
27
年
12
月
25
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
1
月
31
日

第
28
回
特
別
展

「
全
琉
小
・
中
・
高
校
図
画
・
作
文
・

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
那
覇
秀
作
展
」

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
夏
休
み
に

児
童
・
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
主
催
の
作
品
展
の
入
賞

作
の
う
ち
、
那
覇
地
区
の
秀
作
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
作
品
（
図

画
101
点
・
作
文
17
点
・
書
道
16
点
）

中
学
生
作
品
図
画
70
点
・
作
文
8
点
・

書
道
54
点
）
が
企
画
展
示
室
を
埋
め

尽
く
し
ま
し
た
。

□
3
月
5
日

第
28
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー
講
座
「
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
健
康
管
理
に
つ

い
て
」

　

首
里
城
下
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
第
一
・

第
二
理
事
長
の
田
名
毅
先
生
（
医
学

博
士
）
を
お
迎
え
し
て
、
高
齢
と
な
っ

た
遺
族
や
近
隣
住
民
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
を
わ
か
り
易
く
講
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
平
成
27
年
12
月
16
日

奄
美
大
島
宇
検
村
松
井
富
彦
副
村
長
、

同
総
務
企
画
課
藤
貴
文
主
幹
の
両
氏

が
、
宇
検
村
対
馬
丸
慰
霊
碑
の
事
前

調
査
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
号
で
も
ご
報
告
し
た
通
り
、
同

村
に
建
立
予
定
の
慰
霊
碑
の
概
要
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
調
整
を
当
館

役
員
と
行
い
、
議
会
で
の
予
算
承
認

を
経
て
28
年
度
に
建
立
さ
れ
る
予
定

で
す
。

□
平
成
28
年
2
月
24
日

対
馬
丸
平
和
祈
念
事
業
協
議
会
（
仮
称
）

事
前
打
合
せ

　
次
年
度
か
ら
始
ま
る
、
対
馬
丸
平
和

祈
念
事
業
協
議
会
（
仮
称
）
の
事
前
打

合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
内
閣
府
の
対
馬
丸
平
和
祈

念
事
業
の
効
果
的
な
施
策
、
記
念
館
の

来
館
促
進
等
に
つ
い
て
、
内
閣
府
、
沖

縄
県
、
公
益
財
団
法
人
対
馬
丸
記
念
会

の
三
者
で
課
題
解
決
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

今
回
は
事
前
打
合
せ
と
し
て
、
次

年
度
か
ら
始
ま
る
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
寄
附

内
藤
啓
子
様
（
12
月
9
日
）

　

宝
塚
ス
タ
ー
の
故
大
浦
み
ず
き
さ

ん
の
ご
遺
族
、
内
藤
様
か
ら
彼
女
の

思
い
出
の
品
々
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

売
り
上
げ
か
ら
再
び
多
大
な
ご
寄
付

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
度
重
な
る

ご
寄
付
に
感
謝
し
、
故
人
の
意
思
に

沿
う
よ
う
使
用
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

平
良
啓
子
様
（
７
月
31
日
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
様
（
11

月
24
日
）

以
上
、
大
口
寄
付
者

□
平
成
27
年
10
月
23
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
2
月
17
日

青
木
忠
、
中
津
川
市
立
阿
木
高
校
、
沖

縄
県
人
会　

御
冠
船
、
金
城
節
子
、
松

木
路
子
、
宮
里
依
子
、
村
越
千
代
子
、

森
本
和
子
、
大
慧
曾
教
団
、
仲
田
行
克
、

幸
地
秀
子
、
浜
田
恵
子
、
青
木
忠
、
古

賀
多
鶴
子
、
仲
宗
根
泰
昭
、
土
肥
義
胤
、

山
本
彩
香
、
長
井
幸
一 

楠
本
文
朗
・

文
子
、
中
田
昌
宏
・
洋
子
、
荊
本
和
代
、

酒
井
俊
一
、
上
谷
川
敏
、
村
山
弘
行
、

井
町
良
治
、
羽
田
靖
子
、
外
間
邦
子
、

松
尾
隆
徳
、
平
恵
子
、
金
丸
錦
央
、
前

口
良
治
、
毛
利
康
俊
、
長
納
正
義
、
片

田
和
宏
、
鈴
木
慎
枝
、
林
暁
子
、
扇
谷

道
子
、
生
田
盛
満
様
、
以
上
の
方
々
か

ら
ご
寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（4　）

元宝塚トップスター
故 大浦みずき さん

（赤毛のなっちゅん・中央公論新社刊より転載）
 


